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渡邉康太郎 Kotaro Watanabe
takramのデザインエンジニア/ディレクター。慶應大学SFC卒業。著書に「ストーリー・ウィーヴィング」（ダイヤモンド社）。ベンチャー起業等を経て
2007年よりtakram参加。最新デジタル機器のUI設計から、国内外の美術館等で展示するインタラクティブ・インスタレーション制作まで幅広く手がけ
る。香港デザインセンターIDK客員講師。

主な代表作に、東芝・ミラノサローネ展示「OVERTURE」、NTTドコモ「iコンシェル」「iウィジェット」「iチャネル」のUIデザイン、オカムラ・伊東豊雄氏と
の恊働展示「風鈴」等。独red dot award 2009等受賞多数。

多くのプロジェクトを元に体系化した「ものづくりとものがたりの両立」という独自の理論をテーマに、企業のインハウスデザイナー・エンジニア・プランナ
ーらを対象とする人事研修、レクチャーシリーズやワークショップを国内外で多数実施。講演・ワークショップ実績は、各種メーカー企業の他、慶應義塾大
学大学院、スウェーデン国立芸術大学コンストファック、香港デザインセンターBODW、TWS/ロンドン芸術大学恊働ワークショップ、せんだいスクールオ
ブデザイン、産業技術大学大学院、青山ブックセンターなど。

石橋勝利 Katsutoshi Ishibashi
大阪外国語大学アラビア語学科卒業。1998年よりデザイン誌「AXIS」編集長。AXISは1981年創刊のバイリンガル・デザイン誌で、プロダクト、建築、
都市、インテリア、グラフィック、ファッション、マルチメディア、さらには最先端の科学から工学、医学などにいたるまで、社会のあらゆる事象をデザインの
視点で捉え、伝えていく。また、株式会社アクシスは六本木のアクシスビルを拠点として、「デザインのある社会」をキーワードに、企業や組織に対するデザ
イン・ソリューションの提供やギャラリー活動、ショップなどの展開を行っている。

田仲薫 Kaoru Tanaka
1978年生まれ、ハワイ、ニューヨーク育ち。ブランディング、human centered design領域にて、商品やサービス開発のデザインコンサルティングを経
て、2011年より、IDEO Tokyoの立ち上げに参加。現在、ブランドコンサルタント、デザイナーとして、幅広いクライアントのイノベーションプロジェクト推
進に携わる。
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デザインを目的でなく手段として捉える取り組みとしてAXIS、IDEO、takram の 3 社主催で始まったク
リエイティブセッション「コレクティブ・ダイアログ」。副題は「社会の課題にデザインの力を」。第 1 回目は
六本木の「AXIS ギャラリー」を会場にワークショップが行われた。今回集まった 3 名は、この新しい試み
の中心人物たち。未来へのアイディアへ辿りつくべく、まずは「コレクティブ・ダイアログ」とは何か、から聞
きました。

ワークショップでもピクニックでも。
渡邉康太郎（takram） 「コレクティブ・ダイアログ」は、そのタイトルが示す通りコレクティブ
ネス（集合性）がテーマで、多様な人が集まり、全員でさまざまな課題の解決に向けたアイディ
アを提案していくプラットフォームです。1 回目はワークショップ形式で 36 人が集まったのです
が、事前に「あなたが属しているコミュニティは何ですか？」という質問を投げかけていて、その
コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。

ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。
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六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
ど、「季節感」はどうでしょう。たとえば六本木の交差点から飯倉片町まで、通沿いに実のなる木
を植える。それを見て、キャッチのお兄さんが「もう実のなる季節になったな」と言い、東洋英和
女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
エイティブに直結しているものなので、そんな会話が生まれるようになったら、六本木はもっと
刺激的な街になると思うんです。

石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
例えば、この辺りで季節感といえば、2月7日の北方領土の日。ロシア大使館が近くにあるので、
その頃になると街宣車がすごいんですよ。「ああ梅の花が散ったな、そろそろ北方領土の日だ
な、また今年もウルサイぞ」みたいな。

田仲 それは確かに、六本木だからこそ感じられる季節感ですね。インパクトあるなあ。

好きな街のキーワードも「もやもや」。
石橋 好きというか、気になる街をあげるとしたら、中野ブロードウェイとか。家も近いので。何か
にこだわりのある人やちょっと変わった人もいるので、見ていると、ここもやっぱり「もやもや」し
てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。

　で、僕はホノルルが好きです。小さい頃、ハワイにずっと住んでいたので。ホノルルは、「もやも
や」の「も」の字すらない。でもそれはそれで、「誰も何も考えてない感じ」が好きなんです。たとえ
ば、僕がいた街に電車を建てようと言って30 年ぐらい経つのですが、未だに建ってない。でも、
それでオッケーなんですよね。老人も若者も基本的にはみんな受け入れてくれるし、許容範囲が
広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
が、一晩に 2つか 3つのイベントをハシゴすると、ストックホルムのアート＆デザインコミュニ
ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
じで、まったく同時多発じゃないですよね。でもそれも可愛らしくていいなと思いました。街を歩
いていても、角を曲がるとすぐ知り合いとすれ違ってしまうんです。

デザインという言葉に縛られない、次のデザイン。
石橋 仕事を通じて関心があることは、「デザインの次」とか、「次のデザイン」でしょうか。広義の

デザインと言うのはいいけれど、ついつい何でもかんでもデザインと言ってしまいがちなので、そ
こは反省。身の回りのいろんなことに対して、枠にとらわれずにユニークなアプローチができれ
ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
えるキャッチに目を付けたり、地下深い大江戸線六本木駅が出てきたりと、三者三様の六本木
に対するイメージやアイディアはとても参考になりました。（edit_rhino）
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ワークショップでもピクニックでも。
渡邉康太郎（takram） 「コレクティブ・ダイアログ」は、そのタイトルが示す通りコレクティブ
ネス（集合性）がテーマで、多様な人が集まり、全員でさまざまな課題の解決に向けたアイディ
アを提案していくプラットフォームです。1 回目はワークショップ形式で 36 人が集まったのです
が、事前に「あなたが属しているコミュニティは何ですか？」という質問を投げかけていて、その
コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

コレクティブダイアローグ
学生から社会人まで幅広い世代・専門性を持つ
人が集い、集団的対話をもって今の日本社会が抱
える課題の解決に向けたアイデアや可能性を探る
イベント。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。

ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。

2

六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
ど、「季節感」はどうでしょう。たとえば六本木の交差点から飯倉片町まで、通沿いに実のなる木
を植える。それを見て、キャッチのお兄さんが「もう実のなる季節になったな」と言い、東洋英和
女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
エイティブに直結しているものなので、そんな会話が生まれるようになったら、六本木はもっと
刺激的な街になると思うんです。

石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
例えば、この辺りで季節感といえば、2月7日の北方領土の日。ロシア大使館が近くにあるので、
その頃になると街宣車がすごいんですよ。「ああ梅の花が散ったな、そろそろ北方領土の日だ
な、また今年もウルサイぞ」みたいな。

田仲 それは確かに、六本木だからこそ感じられる季節感ですね。インパクトあるなあ。

好きな街のキーワードも「もやもや」。
石橋 好きというか、気になる街をあげるとしたら、中野ブロードウェイとか。家も近いので。何か
にこだわりのある人やちょっと変わった人もいるので、見ていると、ここもやっぱり「もやもや」し
てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。

　で、僕はホノルルが好きです。小さい頃、ハワイにずっと住んでいたので。ホノルルは、「もやも
や」の「も」の字すらない。でもそれはそれで、「誰も何も考えてない感じ」が好きなんです。たとえ
ば、僕がいた街に電車を建てようと言って30 年ぐらい経つのですが、未だに建ってない。でも、
それでオッケーなんですよね。老人も若者も基本的にはみんな受け入れてくれるし、許容範囲が
広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
が、一晩に 2つか 3つのイベントをハシゴすると、ストックホルムのアート＆デザインコミュニ
ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
じで、まったく同時多発じゃないですよね。でもそれも可愛らしくていいなと思いました。街を歩
いていても、角を曲がるとすぐ知り合いとすれ違ってしまうんです。

デザインという言葉に縛られない、次のデザイン。
石橋 仕事を通じて関心があることは、「デザインの次」とか、「次のデザイン」でしょうか。広義の

デザインと言うのはいいけれど、ついつい何でもかんでもデザインと言ってしまいがちなので、そ
こは反省。身の回りのいろんなことに対して、枠にとらわれずにユニークなアプローチができれ
ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
えるキャッチに目を付けたり、地下深い大江戸線六本木駅が出てきたりと、三者三様の六本木
に対するイメージやアイディアはとても参考になりました。（edit_rhino）
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ワークショップでもピクニックでも。
渡邉康太郎（takram） 「コレクティブ・ダイアログ」は、そのタイトルが示す通りコレクティブ
ネス（集合性）がテーマで、多様な人が集まり、全員でさまざまな課題の解決に向けたアイディ
アを提案していくプラットフォームです。1 回目はワークショップ形式で 36 人が集まったのです
が、事前に「あなたが属しているコミュニティは何ですか？」という質問を投げかけていて、その
コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。

ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。

photo_taro hirano / text_tami okano / edit_rhino
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六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
ど、「季節感」はどうでしょう。たとえば六本木の交差点から飯倉片町まで、通沿いに実のなる木
を植える。それを見て、キャッチのお兄さんが「もう実のなる季節になったな」と言い、東洋英和
女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
エイティブに直結しているものなので、そんな会話が生まれるようになったら、六本木はもっと
刺激的な街になると思うんです。

石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
例えば、この辺りで季節感といえば、2月7日の北方領土の日。ロシア大使館が近くにあるので、
その頃になると街宣車がすごいんですよ。「ああ梅の花が散ったな、そろそろ北方領土の日だ
な、また今年もウルサイぞ」みたいな。

田仲 それは確かに、六本木だからこそ感じられる季節感ですね。インパクトあるなあ。

好きな街のキーワードも「もやもや」。
石橋 好きというか、気になる街をあげるとしたら、中野ブロードウェイとか。家も近いので。何か
にこだわりのある人やちょっと変わった人もいるので、見ていると、ここもやっぱり「もやもや」し
てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。

　で、僕はホノルルが好きです。小さい頃、ハワイにずっと住んでいたので。ホノルルは、「もやも
や」の「も」の字すらない。でもそれはそれで、「誰も何も考えてない感じ」が好きなんです。たとえ
ば、僕がいた街に電車を建てようと言って30 年ぐらい経つのですが、未だに建ってない。でも、
それでオッケーなんですよね。老人も若者も基本的にはみんな受け入れてくれるし、許容範囲が
広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
が、一晩に 2つか 3つのイベントをハシゴすると、ストックホルムのアート＆デザインコミュニ
ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
じで、まったく同時多発じゃないですよね。でもそれも可愛らしくていいなと思いました。街を歩
いていても、角を曲がるとすぐ知り合いとすれ違ってしまうんです。

デザインという言葉に縛られない、次のデザイン。
石橋 仕事を通じて関心があることは、「デザインの次」とか、「次のデザイン」でしょうか。広義の

デザインと言うのはいいけれど、ついつい何でもかんでもデザインと言ってしまいがちなので、そ
こは反省。身の回りのいろんなことに対して、枠にとらわれずにユニークなアプローチができれ
ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
えるキャッチに目を付けたり、地下深い大江戸線六本木駅が出てきたりと、三者三様の六本木
に対するイメージやアイディアはとても参考になりました。（edit_rhino）
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ワークショップでもピクニックでも。
渡邉康太郎（takram） 「コレクティブ・ダイアログ」は、そのタイトルが示す通りコレクティブ
ネス（集合性）がテーマで、多様な人が集まり、全員でさまざまな課題の解決に向けたアイディ
アを提案していくプラットフォームです。1 回目はワークショップ形式で 36 人が集まったのです
が、事前に「あなたが属しているコミュニティは何ですか？」という質問を投げかけていて、その
コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。
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ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。

六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
ど、「季節感」はどうでしょう。たとえば六本木の交差点から飯倉片町まで、通沿いに実のなる木
を植える。それを見て、キャッチのお兄さんが「もう実のなる季節になったな」と言い、東洋英和
女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
エイティブに直結しているものなので、そんな会話が生まれるようになったら、六本木はもっと
刺激的な街になると思うんです。

石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
例えば、この辺りで季節感といえば、2月7日の北方領土の日。ロシア大使館が近くにあるので、
その頃になると街宣車がすごいんですよ。「ああ梅の花が散ったな、そろそろ北方領土の日だ
な、また今年もウルサイぞ」みたいな。

田仲 それは確かに、六本木だからこそ感じられる季節感ですね。インパクトあるなあ。

好きな街のキーワードも「もやもや」。
石橋 好きというか、気になる街をあげるとしたら、中野ブロードウェイとか。家も近いので。何か
にこだわりのある人やちょっと変わった人もいるので、見ていると、ここもやっぱり「もやもや」し
てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。

　で、僕はホノルルが好きです。小さい頃、ハワイにずっと住んでいたので。ホノルルは、「もやも
や」の「も」の字すらない。でもそれはそれで、「誰も何も考えてない感じ」が好きなんです。たとえ
ば、僕がいた街に電車を建てようと言って30 年ぐらい経つのですが、未だに建ってない。でも、
それでオッケーなんですよね。老人も若者も基本的にはみんな受け入れてくれるし、許容範囲が
広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
が、一晩に 2つか 3つのイベントをハシゴすると、ストックホルムのアート＆デザインコミュニ
ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
じで、まったく同時多発じゃないですよね。でもそれも可愛らしくていいなと思いました。街を歩
いていても、角を曲がるとすぐ知り合いとすれ違ってしまうんです。

デザインという言葉に縛られない、次のデザイン。
石橋 仕事を通じて関心があることは、「デザインの次」とか、「次のデザイン」でしょうか。広義の

デザインと言うのはいいけれど、ついつい何でもかんでもデザインと言ってしまいがちなので、そ
こは反省。身の回りのいろんなことに対して、枠にとらわれずにユニークなアプローチができれ
ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
えるキャッチに目を付けたり、地下深い大江戸線六本木駅が出てきたりと、三者三様の六本木
に対するイメージやアイディアはとても参考になりました。（edit_rhino）

Creator Interview No.26 takram × AXIS × IDEO

都営地下鉄大江戸線六本木駅
1991 年に開業した、日本で一番低い位置にある
地下鉄駅。ちなみに「大江戸線」という名前の他に 
「ゆめもぐら」という案もあった。
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ワークショップでもピクニックでも。
渡邉康太郎（takram） 「コレクティブ・ダイアログ」は、そのタイトルが示す通りコレクティブ
ネス（集合性）がテーマで、多様な人が集まり、全員でさまざまな課題の解決に向けたアイディ
アを提案していくプラットフォームです。1 回目はワークショップ形式で 36 人が集まったのです
が、事前に「あなたが属しているコミュニティは何ですか？」という質問を投げかけていて、その
コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。

ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。

5

六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
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女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
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石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
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な、また今年もウルサイぞ」みたいな。
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好きな街のキーワードも「もやもや」。
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てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。
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広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
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ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
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ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
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Creator Interview No.26 takuram × AXIS × IDEO

Tokyo Midtown DESIGN TOUCH～夢 を
叶えるデザイン展
2009 年、DESIGN TOUCH Exhibition にて、
様々な課題に対し、IDEO 独自のプロセスでつく
り出してきたデザインやアイデアが一同に集めら
れた、日本初の展示。
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コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。
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ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。
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六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
ど、「季節感」はどうでしょう。たとえば六本木の交差点から飯倉片町まで、通沿いに実のなる木
を植える。それを見て、キャッチのお兄さんが「もう実のなる季節になったな」と言い、東洋英和
女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
エイティブに直結しているものなので、そんな会話が生まれるようになったら、六本木はもっと
刺激的な街になると思うんです。

石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
例えば、この辺りで季節感といえば、2月7日の北方領土の日。ロシア大使館が近くにあるので、
その頃になると街宣車がすごいんですよ。「ああ梅の花が散ったな、そろそろ北方領土の日だ
な、また今年もウルサイぞ」みたいな。

田仲 それは確かに、六本木だからこそ感じられる季節感ですね。インパクトあるなあ。

好きな街のキーワードも「もやもや」。
石橋 好きというか、気になる街をあげるとしたら、中野ブロードウェイとか。家も近いので。何か
にこだわりのある人やちょっと変わった人もいるので、見ていると、ここもやっぱり「もやもや」し
てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。

　で、僕はホノルルが好きです。小さい頃、ハワイにずっと住んでいたので。ホノルルは、「もやも
や」の「も」の字すらない。でもそれはそれで、「誰も何も考えてない感じ」が好きなんです。たとえ
ば、僕がいた街に電車を建てようと言って30 年ぐらい経つのですが、未だに建ってない。でも、
それでオッケーなんですよね。老人も若者も基本的にはみんな受け入れてくれるし、許容範囲が
広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
が、一晩に 2つか 3つのイベントをハシゴすると、ストックホルムのアート＆デザインコミュニ
ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
じで、まったく同時多発じゃないですよね。でもそれも可愛らしくていいなと思いました。街を歩
いていても、角を曲がるとすぐ知り合いとすれ違ってしまうんです。

デザインという言葉に縛られない、次のデザイン。
石橋 仕事を通じて関心があることは、「デザインの次」とか、「次のデザイン」でしょうか。広義の

デザインと言うのはいいけれど、ついつい何でもかんでもデザインと言ってしまいがちなので、そ
こは反省。身の回りのいろんなことに対して、枠にとらわれずにユニークなアプローチができれ
ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
えるキャッチに目を付けたり、地下深い大江戸線六本木駅が出てきたりと、三者三様の六本木
に対するイメージやアイディアはとても参考になりました。（edit_rhino）

Creator Interview No.26 takram × AXIS × IDEO

雑誌「AXIS」
1981 年のビルオープンと同時に創刊。隔月刊で
年 6 冊発行されている。表面的なデザインではな
く、ビジネス、コミュニケーション、文化におけるデ
ザインの役割を伝えている。最新刊 162 号の表
紙を飾るのは鈴木康広さん。鈴木さんを招いての
AXIS フォーラムが開催されます。詳細は→
www.axisjiku.com
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ワークショップでもピクニックでも。
渡邉康太郎（takram） 「コレクティブ・ダイアログ」は、そのタイトルが示す通りコレクティブ
ネス（集合性）がテーマで、多様な人が集まり、全員でさまざまな課題の解決に向けたアイディ
アを提案していくプラットフォームです。1 回目はワークショップ形式で 36 人が集まったのです
が、事前に「あなたが属しているコミュニティは何ですか？」という質問を投げかけていて、その
コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。

ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。

7

六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
ど、「季節感」はどうでしょう。たとえば六本木の交差点から飯倉片町まで、通沿いに実のなる木
を植える。それを見て、キャッチのお兄さんが「もう実のなる季節になったな」と言い、東洋英和
女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
エイティブに直結しているものなので、そんな会話が生まれるようになったら、六本木はもっと
刺激的な街になると思うんです。

石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
例えば、この辺りで季節感といえば、2月7日の北方領土の日。ロシア大使館が近くにあるので、
その頃になると街宣車がすごいんですよ。「ああ梅の花が散ったな、そろそろ北方領土の日だ
な、また今年もウルサイぞ」みたいな。

田仲 それは確かに、六本木だからこそ感じられる季節感ですね。インパクトあるなあ。

好きな街のキーワードも「もやもや」。
石橋 好きというか、気になる街をあげるとしたら、中野ブロードウェイとか。家も近いので。何か
にこだわりのある人やちょっと変わった人もいるので、見ていると、ここもやっぱり「もやもや」し
てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。

　で、僕はホノルルが好きです。小さい頃、ハワイにずっと住んでいたので。ホノルルは、「もやも
や」の「も」の字すらない。でもそれはそれで、「誰も何も考えてない感じ」が好きなんです。たとえ
ば、僕がいた街に電車を建てようと言って30 年ぐらい経つのですが、未だに建ってない。でも、
それでオッケーなんですよね。老人も若者も基本的にはみんな受け入れてくれるし、許容範囲が
広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
が、一晩に 2つか 3つのイベントをハシゴすると、ストックホルムのアート＆デザインコミュニ
ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
じで、まったく同時多発じゃないですよね。でもそれも可愛らしくていいなと思いました。街を歩
いていても、角を曲がるとすぐ知り合いとすれ違ってしまうんです。

デザインという言葉に縛られない、次のデザイン。
石橋 仕事を通じて関心があることは、「デザインの次」とか、「次のデザイン」でしょうか。広義の

デザインと言うのはいいけれど、ついつい何でもかんでもデザインと言ってしまいがちなので、そ
こは反省。身の回りのいろんなことに対して、枠にとらわれずにユニークなアプローチができれ
ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
えるキャッチに目を付けたり、地下深い大江戸線六本木駅が出てきたりと、三者三様の六本木
に対するイメージやアイディアはとても参考になりました。（edit_rhino）

Creator Interview No.26 takram × AXIS × IDEO

IDEO
アメリカ西海岸、シリコンバレーのパロアルトに本
拠地を置き、その他世界中に 10 拠点を展開す
る、イノベーションとデザインの会社。人々の生活
や行動に根ざした発想（ヒューマン・センタード・
デザイン）で民間から公共まで幅広いクライアン
トのイノベーションを行う。現在青山にある、東京
オフィスは以前六本木にあった。

furumai
2007 年 Warter 展で takram が発表した、さ
まざまなデザインの皿の上に水滴を落とし、それ
を動かすことで水の動きや振る舞いを楽しめる作
品。
© 2007 water project. Photographs by 
Takashi Mochizuki
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ワークショップでもピクニックでも。
渡邉康太郎（takram） 「コレクティブ・ダイアログ」は、そのタイトルが示す通りコレクティブ
ネス（集合性）がテーマで、多様な人が集まり、全員でさまざまな課題の解決に向けたアイディ
アを提案していくプラットフォームです。1 回目はワークショップ形式で 36 人が集まったのです
が、事前に「あなたが属しているコミュニティは何ですか？」という質問を投げかけていて、その
コミュニティを象徴するオブジェをひとつ、持ってきてもらったんです。

　建築家は定規を、市議会議員は議員バッチを持ってきたり、タワーマンションに住んでいる女
性は、マンションの住民全員に配られるステッカーを持ってきたり。並べてみるといろんな単位
のコミュニティがあった。そこから、あるひとつのコミュニティの課題に着目し、課題をいかに解
決できるかを複眼的な視点で捉えてみる、ということを行ったんですね。

　デザインのためのイベントではなく、デザインをツールとして使うことに興味がある人たちの

気づきがあると「もやもや感」が生まれる。
石橋勝利 (AXIS) 1 回目を経て思ったのは、あるひとつの問題意識に対して、良い悪いを語っ
ても意味がないな、ということ。六本木を語る場合でもそうで、「夜の街」のあの雰囲気が良くな
いと言う人がいるかもしれないけれど、夜の世界もあっての六本木なので、それは否定できない
し、否定する気もないんです。みんなが否定すればするほど、「本当にそんなに駄目なことなの
か」と言いたくなったり（笑）。

田仲 コミュニティを意識するのって、自分と違う価値観や問題意識を持った方と出会ったとき
だと思うんですね。そこで初めて自分はこういう人間なんだ、とわかる。ふだんの生活の中だけで
はそれを身をもって感じることはできなくて、その実感を補うために本を読んだり、ニュースを見
て想像してみたりするけど、結局、会うのが早い。夜の仕事で悩んでいる女性をどう助けるか、み
たいな問題意識を持った人間に会うと、そういう課題もあるんだと気づく。その気づきがあると
きって、何となく「もやもや」しているんです。

二面性の両端でダイアログ。
田仲 先ほど石橋さんが「夜の世界もあっての六本木」とおっしゃってましたが、確かにキャッチ

キャッチのお兄さんたちと話す。
田仲 僕が所属している IDEOは、Human Centered Designを大切にしていて、街中の人々
を観察しながら、彼らの考えを聞いたりすることが多いんですね。そこでちょっと思ったのです
が、テーマが六本木だったら、キャッチのお兄さんたちにぜひ話を聞いてみたい。

石橋 いいですね。彼らと昼間に、ちゃんと話す。

田仲 六本木という街をどう思っているのか。実は道の区画整理したほうがいいと思っているか
もしれないし、日光の下で話してみると、意外にまじめだったりするかもしれない。トルコ系やア
フリカ系の人もいるし。

石橋 リサーチとしては大事な対象者ですよね。何を考えているのか、単純に興味があります。

田仲 彼らは長い時間六本木にいて、いろんなタイプの人とも会っているわけだから、彼らに話
しを聞いたりチームをつくってワークショップなどもできれば、たぶん、街の見方も変わったりす
るかも。

石橋 六本木に対してだけではなく、彼らの母国についてだったり、なぜ日本にやって来たのかと
か、日本人をどう思っているかとか。直接話すことでいろんなヒントが見つかると思います。「へ

のお兄ちゃんもいるし、もちろん昼の世界もあって、商店街の人もいるし、デザイナーもいて、多
様性がある。それが価値なんだと思うんです。だから「コレクティブ・ダイアログ」に六本木とい
うテーマを重ねるなら、六本木に集まった人だからこそできる場作りが良いかな。たとえば、六
本木の交差点と高速の高架の間に櫓を組んで、そこに集まる、というのはどうでしょう。ちょうど
街の真ん中ですし。

渡邉 いい意味での「混沌の象徴」としての六本木のポテンシャルを生かすとしたら、先ほどの昼
と夜じゃないですけれど、二面性の両端がぐっと広がるような場所で対話できるといいですね。

田仲 じゃあ、2カ所でやるとして、昼と夜もいいけれど両端を空と地下で考えるなら1カ所は
森タワーの一番上でもう1カ所は都営地下鉄大江戸線六本木駅の一番下のホームとか

石橋 夏になるとモヒートカフェをやっている、ミッドタウンの芝生広場もいいですよね。場所は
他にもまだまだある気がします。

ためのイベントです。だから、デザイン関係の仕事を持たない人たちにもたくさん集まってもらい
ましたし、「社会課題を解く」となったときに、広い視野で議論できる方として、ゲストには参議
院議員の鈴木寛さんをお呼びしました。

　鈴木さんが普段から持っている問題意識のひとつに、世の中のあらゆるものは近代を卒業で
きていない、そこから卒業していこう、という「卒近代」があります。開催前に、３社のチームと鈴
木さんとで企画会議をしていた際、「最初からトピックがわかっていて、ゲストに基調講演しても
らうようなワンウェイのイベントの在り方は、近代の象徴である」と言われてしまい、結局話し合
う課題をイベント前には設定しないことに決めました。当日まず集まって、みんなの問題意識を
探ることからはじめる。それが第 1 回目のポイントでもありました。

田仲薫 (IDEO) そのやり方も絶対と決めているわけではなく、次回はまた変えるかもしれない
し、ゲストを秘密にしておくという方法もある。例えば次回は「六本木」というテーマだけ決めて
おいて、参加者は「六本木がテーマならデザイン関係者がゲストかなぁ」と思うかもしれないけ
れど、そこに農家の人が来たら、いい意味で裏切りがあって面白い。自分があまり想定していな
い、マインド外の人とその場を共にするほうが、話しがしやすかったり聞きやすかったりすること
もあると思うんです。

渡邉 大事なのは、社会課題を解くための手段としてデザインを使っていきたい、ということで、
イベントの形式はどうあってもいい。みんなで映画鑑賞してもいいし、TED のようなプレゼン大
会をしてもいいし、晴れた日には六本木でピクニックをしてもいいかもしれません。

えー、そうなんだ！」と。それに彼らだけでなく、昼間は小中学生も通学で歩いていて、あの子たち
は六本木をどう思っているんでしょうね。

田仲 僕は「デザインの第一歩」って、人間に関心を持つことだと思うんです。デザインは誰かの
ためにするものだし、コミュニティだったらコミュニティにいる人たちに向けて考えるし、常に対
象があるものなので、六本木ならまず、「六本木にいる人に関心を持つ」という入り口がとても重
要なんじゃないでしょうか。

石橋 そうですね。「もやもや」するほうが気持ちいい。何か課題やひっかかりがあって、それにつ
いて頭の片隅でずーっと何となく気になっている感じでしょうか。いつか何か答えのようなもの
が閃くかもしれませんし。

田仲 「もやもや」の状況は説明が難しいのですが、自分が今まで思っていたことが頭の中で壊
されていくとき、何かを言いたいけれど言葉にならないようなとき。そんな状態を解消するため
には、時にはコトバではなく、手を動かしたり、プロトタイプを作ったりすることで「もやもや」と
向き合い、解決してほしい。

　社会課題にデザインが入るという意味は、気づきを原動力にして、街に返すのか、人に返すの
か、何かを変えていくというところまでいくこと。議論ばかりではなく、手を動かし、アクションを
始められる世の中が面白いはずなんです。

渡邉 そうですね。僕が思うのは、「もやもや感」というのは、つまり混沌のこと。混沌を急いで整
理せず、そのまま内に保持しておくことに、実は大きな価値があるのではないでしょうか。それっ
て多様な人とものが集まる六本木という街も、実は全く同じだと思うんですね。答えを予め思い
込みで決めてしまうのではなく、多様性や混沌を保持したまま、その中で何ができるかを再構成
する。それはデザイン思考の成せる技でもあると思います。

六本木に季節感を。
田仲 キャッチのお兄さんと、共通の話題にできるものがないか、ちょっと考えていたんですけ
ど、「季節感」はどうでしょう。たとえば六本木の交差点から飯倉片町まで、通沿いに実のなる木
を植える。それを見て、キャッチのお兄さんが「もう実のなる季節になったな」と言い、東洋英和
女学院の学生が「今年は甘そうね」と言う。ま、なさそうですが（笑）、季節感ってデザインやクリ
エイティブに直結しているものなので、そんな会話が生まれるようになったら、六本木はもっと
刺激的な街になると思うんです。

石橋 確かに、こちら側はミッドタウンの芝生広場のような場所がなく、季節感ないですからね。
例えば、この辺りで季節感といえば、2月7日の北方領土の日。ロシア大使館が近くにあるので、
その頃になると街宣車がすごいんですよ。「ああ梅の花が散ったな、そろそろ北方領土の日だ
な、また今年もウルサイぞ」みたいな。

田仲 それは確かに、六本木だからこそ感じられる季節感ですね。インパクトあるなあ。

好きな街のキーワードも「もやもや」。
石橋 好きというか、気になる街をあげるとしたら、中野ブロードウェイとか。家も近いので。何か
にこだわりのある人やちょっと変わった人もいるので、見ていると、ここもやっぱり「もやもや」し
てくる。人だけじゃなくて、店もそうなんですけど、いろんなものが入り組んでいて、歩いていると

頭がぐるぐると回る。表向きには「好きな街は銀座です」とか言ったほうがいいのかもしれない
けど（笑）。

田仲 銀座は「もやもや」しないですもんね。僕も武蔵小山の商店街とか行くと「もやもや」しま
す。いろんな主観と価値観が混ざり合っていて、それを整理しようという意識がない街がいい。
銀座は何らかの枠があって、整理できる。

　で、僕はホノルルが好きです。小さい頃、ハワイにずっと住んでいたので。ホノルルは、「もやも
や」の「も」の字すらない。でもそれはそれで、「誰も何も考えてない感じ」が好きなんです。たとえ
ば、僕がいた街に電車を建てようと言って30 年ぐらい経つのですが、未だに建ってない。でも、
それでオッケーなんですよね。老人も若者も基本的にはみんな受け入れてくれるし、許容範囲が
広い。程よく文明もある。だから、ホノルルにいると「僕のアイデンティティーは何だろう」とはあ
まり感じない（笑）。アメリカの西海岸、ベイエリアも好きで、あの辺も許容範囲が広い。しかも実
行力があって、いわばハワイ発展形。

渡邉 僕は好きな街がふたつあって、ひとつは東京。理由は都市の大きさであり、大きいからこそ
生じる出来事の同時多発性、アノニマス性、いつまでも追い続けなければならない、そしていつ
までも素顔が分からないファム・ファタル性みたいなのものです。もうひとつは、ストックホルム。
その魅力は東京とは対極的で、街の小ささなんですよね。3 年ほど前に 2 カ月間住んだのです
が、一晩に 2つか 3つのイベントをハシゴすると、ストックホルムのアート＆デザインコミュニ
ティの 8 割の人に会えてしまう。みんなが行きたがる最新のバーやレストランも数えるほどしか
なくて、大抵同じ人たちが集まってしまいます。常に一つの場所で何かが起こっているような感
じで、まったく同時多発じゃないですよね。でもそれも可愛らしくていいなと思いました。街を歩
いていても、角を曲がるとすぐ知り合いとすれ違ってしまうんです。

デザインという言葉に縛られない、次のデザイン。
石橋 仕事を通じて関心があることは、「デザインの次」とか、「次のデザイン」でしょうか。広義の

デザインと言うのはいいけれど、ついつい何でもかんでもデザインと言ってしまいがちなので、そ
こは反省。身の回りのいろんなことに対して、枠にとらわれずにユニークなアプローチができれ
ばと思います。

田仲 IDEOとしては「デザイン」はデザイナーものだけではないと考えていて、全員が「クリエイ
ティブ」な人間であると、信じています。まずは、みんながそれぞれクリエイティブであることを信
じ、柔軟に発想することで、世界にインパクトを与えるようなソリューションを生み出せると考え
ています。特に日本は、繊細さや感受性に独自性があるので、その本来のクリエイティビティー
をより発揮できるように、組織や個人が変わっていく、お手伝いができたらいいなと思っていま
す。

渡邉 僕らは最近、企業の代表や役員の方と一緒にものづくりができる機会が増えてきていま
す。現場の人たちだけでなく、マネジメント層の方ともデザインマインドを共に育みつつ、勢いを
保っていろんなことに取り組んで行きたいですね。トップダウンで組織の在り方から変えてしま
うようなプロジェクトを、もっと加速させていきたい。

　もうひとつは、ものづくり以外の仕事の幅を広げていくこと。よく「ものづくりとものがたりの
相互作用」と言っているんですけれど、結局デザイナーの仕事って、白鳥みたいな感じかなと思
うんです。一見キレイに見えて、水面下の足は、実は相当バタバタしている。バタバタしながら、
「具体と抽象」の間や「混沌と洗練」みたいな、一見相反するものの行き来を繰り返す中で、ひと
つの答えに至るのがデザインの作業とするならば、「ものづくりとものがたり」も、その振幅のひ
とつだと思うんです。今はアウトプットがモノである仕事が多いのですが、今後はより「ものがた
り」に寄った、形のないデザインにも力を入れていきたいと思っています。

取材を終えて ......
27 回目にして、六本木未来会議初の鼎談となった今回のインタビュー。六本木名物（？）ともい
えるキャッチに目を付けたり、地下深い大江戸線六本木駅が出てきたりと、三者三様の六本木
に対するイメージやアイディアはとても参考になりました。（edit_rhino）
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